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オープニングは南阿蘇鉄道でイベント列車
高森の春を呼ぶ恒例の新酒とふるさとの味まつり (町観光協会主催)は今回が 13回 目を数え、 2
月 10日 のオープニングを皮切 りに、毎週土曜日の夜なべ暖義 (夜を徹し暖かな気持ちで語 り明かそ
うと談義を暖義ともじっています。)に 3月 11日 の駅前広場でのラス トイベントと盛りたくさんで

行われています。

南阿蘇鉄道 「宝 くじ号」を貸し切って行われたオープニングイベント列車には申込みのあつた家族

連れなど50名が乗車。今回、南阿蘇鉄道の利用促進と、まつ りの開幕を盛り上げようとはじめて、
企画されました。立野駅から高森駅までを約 1時間かけて運行。乗客は田楽やヤマメなど高森の味が

ふんだんに盛られた 「ふるさと弁当」をいただきながら、この時期、本町だけでしか味わえない新酒

や ミニコンサー ト、高森駅到着後は野尻川上神社獅子舞の奉納を見入ったり、町内を散策するなどし

て楽しみました。
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2月 27日 、町議会議場にはちびっ子議員が勢揃いしました。これは学
校での児童会・生徒会の運営から身近な地域の問題や、問題に取 り組む地

方自治、地方議会の運営方法を学習するため、町青少年育成会議が主催 し

ておこなったものです。今回は色見小学校 (谷回隆輝校長)の 5・ 6年生

が議員になり、議長及び一般質問者として議事を運営しました。

執行部は子どものユニークな発想にたじたじする場面もあり、素直な子

どもたちの希望が少しでも実現できればいいですね。
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児玉町議会議長からもほめられた、議事進行をおこ

なつた子ども議会議長の宇藤亜里沙さんと副議長の
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1.水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。
2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。
3.老人を大切にし、子どもの夢を育て華せな町にします。
4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。
5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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おりてたのおくやめ
2001.1月 受付分   敬称略

赤ちゃん
たんじょう
森田 悠菜ちゃん
(旭通)12.25生
堂ノ脇 凛ちゃん
(上在) 1.1生

自石  帆ちゃん
(市野尾)1.5生
二村 果凛ちゃん
(前原) 1.14生
松岡 美結ちゃん
(大村) 1.17生

内山 竣輔ちゃん
(旭通) 1.19生
阿南 美優ちゃん
(社倉) 1.24生

おくやみ
もうしあげます

住 所 御 遺 族 続柄
津留下町 平田 桃代 夫

人口の動き

(1月末日現在 )

世帯数  2,606(+ 2)
男  3,753(+3)
女   4,039(+ 1)
総  数  7,792(+ 4)

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返 し〉工藤ケサ ミ 平田桃代 荒牧伸一
瀬井ハツヨ 助1田 昌計 二子石美代子
進 まり子 今村廣一
〈一般寄付〉今村和雄

二 rイ i幸子 (熊本市 11南部 )

片 ||1 好美 (北九州市若松区 )

津留久美 r(大阪市住吉区)

善 竜 の 灯
りがとうございました (敬称略

〔

すえながく
お幸せに

1.1

報送料寄付

下 田 香 (高森 )
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夫
夫

母
妻
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母
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_11 房子 (矢津円)
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フ

田
牧

井
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田
丸

子
　
上
村

死

平
荒

瀬

興

堀
徳

一
進
井

今

津留ド町 進  まり子
高尾野  井上 ミチ子
祭 場  今村 廣一

原

戸
倉

山

川

通

前
牧
社

村

洗

旭

瀬井ハツヨ

興相 ミヨ子
堀田 昌計
徳丸 光法
二子石美代子

●

入
札
結
果

（五
百
万
円
以
上
）
　

　

心
配
ご
と
相
談

心
を
育
て
る
幼
児
教
育
の
大
切
さ
を
考
え
る

明
る
い
家
庭
づ
く
り
か
ら
欠
か
さ
ず
続
け
ら
れ
る
家
庭
内
で
の
対
話
。
的
確

な
し
つ
け
な
ど
家
庭
教
育
の
重
要
性
と
、
集
団
で
の
生
活
、
活
動
な
ど
で
社
会

性
や
協
調
性
が
育
ま
れ
る
社
会
教
育
、
そ
し
て
学
校
教
育
が

一
体
と
な
っ
て
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
が
か
な
え
ら
れ
ま
す
が
、
家
庭
で
の
教
育
を
中
心
に

し
た
幼
児
期
の
教
育
が
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
、
私
た
ち
は
認
識
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
に
は
町
立
保
育
園
が
五
園

（色
見

・
草
部

・
草
部
北
部

・
野
尻

・
河
原
）

と
社
会
福
祉
法
人
の
高
森
保
育
園
、
学
校
法
人
の
高
森
幼
稚
園
が
あ
り
ま
す
。

保
育
園
と
幼
稚
園
は
入
園
の
目
的
や
基
準
に
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
入
園
後

は

「地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
を
モ
ツ
ト
ー
に
、
各
園

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
成

長
を
第

一
に
日
々
活
発
な
幼
児
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
律
相
談
（無
料
）

■
工
事
名

坊
ヶ
平
地
区
農
道
整

備
工
事
　
□
工
期

二
月
二
十
三

日
～
五
月
三
十

一
日

□
金
額

千
八
百
六
十
五
万
八
千
五
百
円

□
請
負
者
　
⌒資
）
石
原
建
設

■
工
事
名

大
切
畑

・
下
切
線
道

路
舗
装
工
事

□
工
期

二
月
二
十

三
日
～
二
月
三
十
日

□
金
額

五

百
八
十
八
万
円
　
□
請
負
者
　
（株
）

草
村
道
路
建
設
工
業

■
工
事
名
　
役
場
通
線
側
溝
改
修

工
事

□
工
期

二
月
二
十
三
日
～

二
月
三
十
日

□
金
額

七
百
六
十

五
万
四
千
五
百
円
　
□
請
負
者

（有
）
興
相
建
設

■
工
事
名

社
倉

・
蔵
地
線
４
１

２
工
区
道
路
改
良
舗
装
工
事

□

工
期

二
月
二
十

一
日
～
八
月
二

十
八
日

□
金
額
　
一
億
四
百
七
十

九
万
円

□
請
負
者

（株
）車
村
企
業

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

四
月
以
降
の
相
談
は
、
現
在
検

討
中
で
す
。
次
月
号
以
降
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

本
町
出
身
の
弁
護
十
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
二
月
十
七
日
（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

※
相
談
日
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行

い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
二
月
二
十
三
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

診
療
は
午
前
９
時
か
ら午
後
５
時
ま
で

３
月
１１
日
　
平

田

医

院

富
②
１
０
２
１
６

３
月
１８
日
　
馬
原
内
科
医
院

四
②
１
０
６
４
６

３
月
２０
日
　
立

野

病

院

８
③
１
０
１
１
１

３
月
２５
日
　
中

村

医

院

雪
⑦
１
２
３
３
３

４
月
１
日
　
立

野

病

院

Ｂ
③
１
０
１
１
１

４
月
８
日
　
寺

崎

医

院

８
②
１
０
３
７
８

４
月
１５
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

８
②
１
３
３
５
１

は
も
ち
ろ
ん
忘
れ
て
い

者
の
皆
さ
ん
で
す
ｃ

●

●   ●

年

イゝ
コL

日
日

彙
Ｔ

≡ント
轟六

*都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部
テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099

念
す
べ
き

今
日
ま
で

成
り
立

提
供
者

の
が
読

三
件
の

非
常
に

投
句
は

は
町
内

っ
て
い
ま
す
と
な
り
ま

々
の
協
力

。
記
事
や

熱
ヒ
よ

す

。
を
得
て

写
真
の

け
な

い

今
月
は

・し
た
。

お
手
紙
を
い
た
だ

う
れ
し
い
こ
と
で

市
の
方

（残
念
なの

記
載
し
て
い
ま
せ
ん

の
若
い
方

⌒若
者
の
意
見
も
ど

、　
一
人
は

し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ

よ
く
投
稿
い
た
だ
い
て

の
佐
伯
さ
ん

（先
々
月

紙
お
む
つ
は
自
分
で
は
な
い
と
の
，

の
三
名
の
方

々
で
す
。

様

々
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

み
や
す

い
広
報
紙

に
し
て
い
き
た

い
と

思

っ
て
い
ま
す
‥
　
　
　
　
　
　
田
端

は
来
月
号

で
記

ま
す
上
色
一

肥
後
狂
句 一

人見

(2)(19)今度の温泉館休館日 3月 21日 (水 )4月 18日 (水)言轟証斐詈刷琶鋼謁晶冠
°
r冤諄:祝
祭日の場合
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一日保育士さん 六はりきり I
1月 23日 、高森保育園 (社会福祉法人みどり福祉会)で、
一日保育者運動が行われました。子どもたちに園外の方と

の心のふれあいを体験させることを目的としたもので、一

日保育士となった皆さんは、はじめのうちは少々緊張気味。

時間がたつにつれ、細かな部分にも気を配 りながら、まさ

しく童心に返って子どもたちとの 「ふれあい」に真剣に取

り組んでいただきました。

子どもたちも、 「・・・先生」とすぐに馴れ親しみ、歌

や紙芝居、かけっこなど皆さんひっぱりだこでした。張 り

切 りすぎた先生たちは翌日はちよっぴり体が辛かったとか ?

「一日保育記念」 色紙から

(1日 保育士の 6名の方々)

◆小さな芽生え、キラリと光る、強く育て、幹も根も。

`◆真は心と申すごとく感動しました。

◆あたりまえのたいせつさをわすれずに。

◆保育園での先生方の姿、すばらしく思いました。

小学校も受け継ぎ頑張ります。

`◆又、ぞうさんオムレツを作つて遊びましようね。

◆子どもは町の宝物です。

高
森
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

一
、
告

示

日
　
平
成
十
三
年
二
月
二
十
日
（火
曜
日
）

二
、
選
挙
期
日
　
平
成
十
三
年
二
月
二
十
五
日
（日
曜
日
）

三
、
定

　

数
　
十
三
名

詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
　
２
・１
１
１
１
（内
線
１
１
６
）
ま
で

所

知|らせの|べニジ
」
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草
部
地
区

■
と
　
き
　
一二
月
十
六
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ

草
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
二
月
二
十
三
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ

ひ
め
ゆ
り
の
里
「朋
遊
館
」
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※
中
小
企
業
金
融
安
定
特
別
保
証
制
度
（自
し
渋
り
対
策
）
の
取
扱
い
期
間
は
平
成
１３
年
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

理
容
師
法

・美
容
師
法
に
よ
る

実
地
習
練

の
制
度
が
終
了
し
ま
す

平
成
十
年
三
月
以
前

に
理
容
師

美
容
師
養
成
施
設
に
入
学
し
た
人

（旧
養
成
課
程
を
終
了
し
た
人
）

が
行
う
実
地
習
練

の
終
期
が
平
成

十
四
年
二
月
三
十

一
日
と
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
ま
で
に
理
容

所

・
美
容
所
に
お
け
る
実
地
習
練

を
終
了
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

ン
タ
ー
等

で
販
売
さ
れ
、
小
中

学
生
等
が
遊
び
に
使
用
す
る
実

態
が
急
速

に
拡
が

っ
て
い
ま
す
。

レ
ー
ザ
ー
光
は
目

に
入
る
と
危

険

で
す
。
子
ど
も
が
レ
ー
ザ
ー

ポ
イ

ン
タ
ー
等
を
使
用
し
て
遊

ん
で
い
る
う
ち

に
、
光
線
が
目

に
入

っ
て
網
膜
を
破
損
す
る
等

の
事
故

の
報
告
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
た

め
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法

の

規
制
対
象
製
品
に
指
定
し
、
規

制
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

基
準

に
適
合

す

る
製
品

に
は

所
定

の

マ
ー
ク

が
付

け
ら
れ

て

い
ま
す
。
所
定

の
マ
ー
ク
の
な
い
製
品
の
販
売

・

陳
列
は
平
成
十
三
年
三
月

一
日

か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
総
室

ＴＥＬ
０
９
６
（３
８
３
）
１
１
１
１

（内
線
７
４
１
１
）

業
務
用

施
設
用
蛍
光
灯
等
の

Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
に
つ
い
て

昭
和
三
十
二
年
か
ら
四
十
七
年

ま
で
に
建
設
さ
れ
た
事
務
所
等
で

使
用
さ
れ
て
い
る
蛍
光
灯
に
は
、

人
体
に
有
害
な
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定

●

器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
期
間
に
該
当
す
る
場
合
は

役
場
保
健
推
進
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
５
）

※
Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
は
…
ポ
リ
塩
化
ビ
フ

エ
ニ
ル
の
略
。
人
体
に
対
す
る
毒

性
が
強
く
、
自
然
物
お
よ
び
生
体

の
中
に
蓄
積
さ
れ
や
す
い
た
め
、

現
在
製
造
使
用
禁
止
。

な
お
、
実
地
習
練
の
期
間
は

一

年
以
上
必
要
で
す
の
で
保
健
所

へ

の
届
出
は
平
成
十
三
年
二
月
三
十

日
ま
で
に
必
ず
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

熊
本
県
健
康
福
祉
部
生
活
衛
生
課

ＴＥＬ
０
９
６

（３
８
３
）
１
１
１
１

（内
線
７
１
８
４
）

ま
た
は
、
阿
蘇
保
健
所

ＴＥＬ
０
９
６
７

（２
２
）
０
５
３
５

レ
ー
ザ

が
規
制

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
は
、
講

演
会
等
に
お
い
て
指
示
棒
の
代
わ

り
に
用
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
開

発
さ
れ
た
、
レ
ー
ザ
ー
光
を
発
す

る
小
型
の
機
器
で
す
。
し
か
し
、

近
年
、
廉
価
な
製
品
が
出
回
り
、

玩
具
と
し
て
玩
具
店
や
ゲ
ー
ム
セ

た
人
が
し
か
し
、
「自
分
は
差
別
し
て
い
な

い
、
差
別
な
ん
て
関
係
な

い
」
と
思

っ
て
る
人

で

も
、
自
分
の
心
の
中
の
差
別
意
識
に
気
づ
か
ず

傷
つ
け
ら
れ
た
り
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
に
、
ふ
と
し
た
時
に
人

は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

「女
の
く
せ
に
」
、
「
い
い
年
を
し
て
」
‥
・、
言

っ
た
り
言
わ
れ
た
り
し
た
こ
と
は
な
い
で

を と
同
和
問

を
持

っ
た

ま

差
別
な
ど

て
今
日

の

な

い
と

い

断

・

す
。
偏
見
な
ど
に
と
ら
わ
れ
る
考
え
方
が
同
和
問
題
な
ど

の
差
別
意
識
を
持
ち
、
残
す

一
因
と
な

っ

の

で

の
現
実

差

別

を
正
し
ぐ
見
つ
め
、差
別
が
私
た
ち
の
基
本
的
人
権
と
深
い

て
無
関
係
で
あ

っ
た
り
、
他
人

ご
と
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

た
、
結
婚
や
就
職
等

に
関
す

―
ポ
イ
ン
タ
ー
の
販
売

さ
れ
ま
す
。

ち

の
中

い
ま
す
こ

ユ
よ

一
人

活

の
中
で
知
ら
ず
知
ら
ず
差
別
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ

も

あ

り
ま

す
。
ま
た
、
「差
別
は

い
け

に
直
接
か
か
わ
る
問
題
に
な
る

昔
な
が
ら
の
迷
信
、
因
習

な

い
で
し
ょ
う
か
。

題
を
は
じ
め
と
す
る
差
別
の
問
題
は
、
い
ず
れ
も
差
別
意
識
や
偏
見
と
い
っ
た
心
理

問
題
で
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
面
に
残

っ
て
い
る
根
拠
の
な
い
迷
信
、

お
り
、
同
和
問
題
を
な
く
し
て
い

い
き
ま
す
。

題

の
た

は
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
根
拠
の
な

い

の
あ
る
生
活
態
度
や
価
値
観
で
行

住
民
生
活
課

同
和
対
策
係

ＴＥＬ
２
・１
１
１
１
　
（内
線
１
３
２
）

●

、
同
和
問
題
は
自
分

に
は
直
接

襲口
曇
梅
趾
小
〓

●
　
　
■
■
・

〈所定のマーク〉

役場の支払日 3/15(本 )3/26(月 )4/5(木)  時間 10時から15時まで (18)

町
職
員
人
事
異
動

長
）
■
税
務
課
　
▼
税
務
課
長
補
佐
兼

国
民
健
康
保
険
係
長
　
杉
田
則
秋

（交
通
防
災
係
長
）

■
高
森
中
央
出
張
所
　
▼
所
長

桐
原

一
紀

　

（収
入
役
室
長
）

■
草
部
出
張
所
　
▼
所
長
　
岩
下

昭
久

（税
務
課
長
補
佐
兼
国
民
健

康
保
険
係
長
）

■
収
入
役
室
　
▼
収
入
役
室
長

岩
下
健
治

（草
部
出
張
所
長
）

人
権
啓
発
シ
リ
ー
ズ
∩
Ｕ

二
月

一
日
付
け
で
職
員
の
人
事

】

異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（　
）
内

一■

は
旧
係
　

　

　

　

　

一

■
総
務
課
　
▼
行
政
係

・
選
管
書

】

記
　
岩
下
雅
広

（電
算
係
）
　

▼

】

交
通
防
災
係
長
　
安
方
含

（行
政

・

係

。
選
管
書
記
）
　

▼
総
務
課
付

．

二
子
石
範
男

（高
森
中
央
出
張
所

】

関
係
が
あ
る
こ
と
を
考

や
偏
見
で
も
の

え

れ
ば
、
決
し

み
は
、
他
の
あ
ら

は
同
和
地

に
対

_.」

●

高
校
生
と
中
学
校
生
の
保
育
士
体
験

「百
間
は

一
見
に
如
か
ず
」
と
言
い
ま
す
が
、
物
事
は
体
験
す
る
こ
と

が
第

一
と
ば
か
り
に
、
近
年
職
場
体
験
学
習
が
盛
ん
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
回
は
中
学
生

・
高
校
生
の
保
育
士
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。
体
験
は

楽
し
く
心
に
残
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

一
月
十
七
日
、
高
森
高
校

（田

上
利
光
校
長
）
の
三
年
生
約
二
十

名
が
職
場
体
験
学
習
で
高
森
保
育

園

（平
田
る
り
子
園
長
）
を
訪
れ
、

園
児
ら
と
紙
芝
居
や
お
馬
さ
ん
ご

っ
こ
、
運
動
場
で
の
か
け
っ
こ
な

ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
十
数
年
ぶ
り
に

園
児
に
返

っ
た
様
子
で
、
こ
の

一

日
が
、
今
後
の
就
職
や
進
学

へ
の

ス
テ
ッ
プ
の
第

一
歩
と
な

っ
た
よ

う
で
し
た
。

一
方
、
高
森
中
学
校

（村
上
邦

男
校
長
）
の
三
年
生
も
家
庭
科
の

授
業
で
保
育
士
を
体
験
。

二
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
学
級

ご
と
に
高
森
保
育
園
を
訪
れ
、
各

班
ご
と
に
生
徒
た
ち
が

一
生
懸
命

作

っ
た
手
作
り
お
も
ち
ゃ
で
園
児

ら
と
遊
び
ま
し
た
。
は
じ
め
は
な

か
な
か
園
児
と
の
会
話
も
少
な
か

っ
た
生
徒
た
ち
で
し
た
が
、
お
別

れ
す
る
頃
に
は
す

っ
か
り
保
育
士

気
分
で
、
園
児
た
ち
に
接
し
て
い

ま
し
た
。

砂遊びを

(3)

ヽヽ
ダ
一

■次の献血予定日 5月 31日 (本)(成分 )
7月 30日 (月 )(一般 )

午前 9時 30分～午前 11時 30分

午後○時30分～午後 4時

■ところ/林業総合センター

をお舒せ ぐだ さい

とき/3月 28日 (水 )

|お知ら,普1惨本■ジ

‐ ‐ロ ロ‐‐ ■■‐ ■■■ ■■■ ‐■■ 1■■|口■■|‐ ■■ l呵

《
同
和
問
題
の
解
決
は
、
私
た
ち
み
ん
な
に
関
わ
り
の
あ
る
課
題
で
す
。
》

特別永住者として永住している方などで

元軍人軍属等の皆さまへ

弔慰金・見舞金が支給されます

対象者 昭和12年 7月 7日 以後の公務疾病により
①昭和16年 12月 811以降死亡された方の遺族

②重度の障害の状態にある方

③重度の障害の状態にある方の遺族

支給内容  1主記の①又は③に該当する方は弔慰金260万円

L記の②に該当する方は見舞金等400万 円

請求期間 平成13年 4月 1日～平成16年 3月 31日
請求窓口 役場保健福祉課福祉係 肌2-1111(内線 121)
問い合わせ先 総務省大臣官房管理室弔慰金等支給業務室

〒105¨ 0005
東京都港区虎ノ門1-18… 1

虎ノ門第10森 ビル TEL03…3539-7830

「
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う

・こ特

選

は

森
東
中
学
校

（古
内
紳
校
長
）

生
徒

の
作

品
が
多
数
入
賞

し

し
た
。

デ
ザ
イ

ン

ど

も

―
な
ど
を
募
集

、

約
千
五
百
点

の
応
募

の
中

か

特
選

・

さ
れ
ま
こ

の
中

に
東

中

の

品

と

、

入
選
七
作
品

育
ん
だ
個
性

揃

っ
た
よ
う
で
す
。

十
八

回
熊

イ

ン
展

（

教
育
研
究

局の 東
中
学
の
生
徒
多
数
入
賞

第
二
十

回
熊
本
県
小
中
学
校
デ
ザ
イ

介護保険だより

訪間介護の家事援助サービスを利用する場合は

どんな点に注意したらよいでしよう ?

在宅サービスの大きな柱のひとつである訪問介護 (ホームヘルプ)には身体介護と家事援助があります。

このうち、介護を必要とする高齢者の家事を受け持つ家事援助サービスには、どのような種類の仕事が含まれる

のでしょう。適切な家事援助サービスの利用の仕方について考えてみましょう。

介護保険による家事援助サービスの範囲を超えると考えられる事例

家事援助サービスは、家族と同居していない場合や、同居家族が病気等により家事を行うことが困難な場合に

介護保険の対象となります。実際に保険給付の対象とするかどうかの是非は、保険者である市町村が個々のケー

スを見極めて判断することになります。

以下では、家事援助サービスの「範囲」について、基本的な考え方のめやすを示します。

要介護者本人に対する直接の援助とは考えにくいサービス

※このようなサービスは介護保険の家事援助サービスとしては認められません。

県
立
美
術
館

で
二
月

を
対
象

に
し
た
、
第

三

六
年
生
と
　
　
六
日

入
賞
者 か

ら
十
八
日
ま
で
展
示

の
方
々
が
観
賞
さ
れ
ま
し

二
月
十
二
日
、
高
森
町
民
体
育

館
で
第

一
回
高
森
町
イ
ン
ド
ア
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
高
森
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ

（廣
本
富
八
会
長
）
主
催
。

高
千
穂
や
松
橋
な
ど
の

一
般
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
八
チ
ー
ム
が
出
場
、

三
ペ
ア
七
ゲ
ー
ム
の
団
体
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

愛
好
者
の
す
そ
の
が
広
が
れ
ば

と
今
回
企
画
さ
れ
た
こ
の
大
会
は
、

会
な
ど

が
主
催
）

で

本
県
小
中
学
校

デ
ザ

県
図
画

工
作

・
美
術

年

）

真
也

　

（

年

）

康
博

　

（

年

）

二
年
）

（二
年
）

他

の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
と
の

交
流
も
進
ん

だ
よ
う
で
す
。

あ
な
た
も

い
い
汗
か
き

ま
せ
ん
か
？

真
央

　

（二
年
）

由
美

　

（三
年
）

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。

肥
　
後
　
狂
　
旬

　
睦

長
寿
社
会
　
ま
だ
生
き
と
ら
す
年
賀
状

雪
景
色
　
も
う
湯
豆
腐
が
踊
り
よ
る

で
は
諸
君
　
宇
宙
じ
ゃ
長
ご
う
話
さ
れ
ん

全
力
疾
走
　
前
も
後
も
僕

一
人

雪
景
色
　
さ

ァ
三
時
限
な
雪
ダ
ル
マ

長
寿
社
会
　
娘

の
傘
寿
祝
わ
な
ん

雪
景
色
　
我
が
家

の
庭
に
惚
れ
直
し

全
力
疾
走
　
こ
こ
は
テ
レ
ビ
に
映
る
と
こ

雪
景
色
　
阿
蘇
は
自
磁
の
涅
槃
像

全
力
疾
走
　
社
葬
ど
ま
し
て
や

っ
て
く
れ

雪
景
色
　
梅

の
曹
も
震
え
よ
る

雪
景
色
　
昔
遊
ん
だ
竹
ス
キ
ー

【可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（河
原
す

久
典

　

（

た

。

●   ●

●   ●

‐●
・―

■
●

第

一
回
　
高
森
イ
ン
ド
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

●本人以外の衣服の洗濯、食事の用意、買い物、

布団干し

●主に本人が使っている部屋以外の掃除

●来客へのお茶出し、食事の手配などの応接

●自家用車の洗浄や清掃

※本人よりも家族に対するサービスになりやすい行為、

家族が行うのが適当であると思われる行為が該当します。

り ι
゛

●草むしり

●花本の水やり

●犬の散歩などのペットの世話

※あえてホームヘルパーが行わなくても本人の日常生活

に支障が生じないと判断される行為が該当します。

喜

●家具や電気器具などの移動、修理、模様替え

●大掃除、窓のガラス磨き、床のワックスかけ

●家屋の修繕、ペンキ塗り

●植木の剪定などの園芸作業

●正月、節句といった年中行事など、特別な機会のため

に特に手間をかける調理

※日常的に必要な家事をサポートするとヽ うヽ範囲を逸脱

するものと判断される行為が該当します。

(4)
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5月 1日から
粗大ごみの出し方が変わります

地
域
や
学
校

・
園

・
ス
ポ
ー
ツ

・
文
化
行
事
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の

交
通
安
全
宣
言

駅
伝
大
会

常
勝
色
見
チ
ー
ム
優
勝

オ
‥
プ
ン
参
加
の
部
は
Ｂ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
高
森

（高
森
中
）

ご
協
力
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
啓
発
に

一
役
買
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大
　
会
　
結
　
果

▼
優
勝

色
　
　
　
見

▼
二
位

高
　
森
　
寮

▼
三
位

尾
下

・
河
原

オ
ー
プ
ン
参
加
の
部

▼
一
位

Ｂ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
高
森

▼
二
位

高
森
陸
上
ク
ラ
ブ
（Ａ
）

▼
三
位

高
森
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
（Ａ
）

そ
の
他
の
参
加
チ
ー
ム
紹
介

（
一
チ
ー
ム
十
名
）

休
暇
村
南
阿
蘇
、
津
留

・
野
尻
、

草
部
、
高
森
町
議
会
、
青
山
製
作

所
、
高
森
町
役
場
、
高
森
中
陸
上

部
、
高
森
中
バ
ス
ケ
ッ
ト

（Ｂ
）
、

高
森
中
野
球
部
、
高
森
中
ソ
フ
ト

・

野
球
連
合
、
高
森
小
サ
ッ
カ
ー
部

（Ａ
）
、
高
森
小
サ
ッ
カ
ー
部

（Ｂ
）
、

高
森
小
剣
道
ク
ラ
ブ
、
高
森
小
陸

上
ク
ラ
ブ
、
高
森
小
陸
上
ク
ラ
ブ

元
気
、
高
森
小
陸
上
ク
ラ
ブ
は
つ

ら
つ
、
高
森
小
剣
道
部
、
高
森
陸

上
ク
ラ
ブ

（Ｂ
）

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（広
報
た
か
も
り
）

)`

趣や訳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
―
―
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これまで粗大ごみはゴミステーションヘ出していましたが、5月 1日から粗大ごみステーションは

廃止になり、戸別収集へと変わります。Q&Aで 内容をお知らせします。

Q 戸別収集とは?

Q 戸別収集するゴミは?
粗大金属類

(自転車・ドラム缶など)

A 指定された業者が自宅まで伺いゴミを収集する方法です。

A 下記の粗大ごみです。
燃える大型ごみ            家電品類

(タ ンス・布団など)     (家 電リサイクル対象品目を含む)

※対象家電品を廃棄する場合は、まず、
購入した販売店にご相談ください。

二
十
二
回
目
と
な

っ
た
交
通

安
全
宣
言
駅
伝
大
会
は
、
二
月

二
十
五
日
の
日
曜
日
、
少
し
寒

い
絶
好

の
駅
伝
日
和

の
中
、
盛

大

に
開
催
さ
れ
、
色
見
チ
ー
ム

が
四
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

二
位
に
は
高
森
寮
チ
ー
ム
が
入

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
寒

い
日
が
続
く
中
、

交
通
安
全
意
識

の
高
揚
、
健
康

づ
く
り
と
親
睦

で
明
る
く
活
気

に
満
ち
た
高
森
町
に
し
よ
う
と
、

町
体
育
協
会
が
主
催
し
た
も

の

で
す
。
大
会
に
は
町
内
の
駐
在
区
、

職
場
、
学
校
な
ど
か
ら
二
十
三

チ
ー
ム

（オ
ー
プ

ン
参
加
十
四

チ
ー
ム
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
四
十
分
に
高
森
駅

を
ス
タ
ー
ト
、
町
内
を
二
周
、

「交

通
安
全
」
を
訴
え
な
が
ら
ゴ
ー

ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
沿
道

の

人
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
寄
せ

ら
れ
選
手

の
皆
さ
ん
は
日
頃

の

運
動
不
足
を
悔
や
み
な
が
ら
も
、

一
生
懸
命
力
走
し
て
い
ま
し
た
。

今回は町議会チームも参加。23チームが一斉にスター ト

町内のあちらこちらで熱い応援がありました。

●

●   ●

情即ヽ
告を

Q どうやつて出すの?

Q 料金・排出日は? A 料金・排出日等、詳細は回覧等でお知らせ します。

男 子 国際テニ ス 大 会      %こ 卜、

熊本フューチャーズトーナメント  (墾リソ

2001進禦|1茅―プン   |び′
′
⑮

国際テニス連盟公認の国際男 Fテニス大会が町民体育館
と休暇村南阿蘇テニスコー トで開催されますので皆様の応

援をお願いします。入場は無料です。

◆主 催 熊本県テニス協会、 (株 )ディクルルネサンス
◆後 援 九州テニス協会、高森町、体暇村南阿蘇、熊本

県教育委員会、熊本県観光振興協議会、熊本目

日新聞、熊本放送、テレビ熊本、熊本県民テレ

ビ、熊本朝日放送

◆期日及び場所  3月 10日 (土)～ 18日 (H)
予 選 3/10(土 )～ 3/12(月 )

(男子シングルス64ド ロー (試合))
本 戦 3/13(火 )～ 3/18(日 )
(男子シングルス32ド ロー、ダブルス16ド ロー)

◆問い合わせ

熊本県テニス協会 TEL 096… 338-0666
町民体育館    TEL09676-2… 2991

町顔 アフリカの最高峰キリマンジヤロで舞う
本町の町旗がアフリカの最高峰キリマンジャロ

(標高5,895m)の頂上で舞いました。 これは、
本町の井村尚徳さん (西中原)が昨年末に登山す
るとのことで町旗を持参してもらって実現したも

のです。現地ガイドと井村さんで大きく拡げて記

念撮影。キリマンジャロに舞った町旗のように本

町も大きく飛躍したいものです。

I難

家電 リサイクル対象 4品 目

冷蔵庫・洗濯機 。エアコン・テレビ

(有料 )

粗大金属類

燃える大型ごみ

家電品類 (家電 リサイクル 4品 目を除 く)

(有料 となる予定 )

商工会加入小売店でステッカー (黄 )を購入し

て、対象品目へ貼付 (戸別収集料の支払い)

※ステッカーの貼 られていない品物は回

収できません。

※南部清掃センターに直接持ち込む場合

は必要あ りません。

①郵便局から家電リサイクル券を購入し、対象品ロヘ貼付。
(リ サイクル料金の支払い)
②商工会加入店でステッカー (黄 )を購入して対象品ロヘ貼付。
(戸別収集料の支払い)
③商工会加入店でステッカー (赤 )を購入して対象品ロヘ貼付。
(運搬料の支払い )

十 戸別収集料 +群 :0円以内)

金額は回覧等でお知らせします。

リサイクル料
洗濯機 2,400円
冷蔵庫 4,600円
テレビ 2,700円
エアコン3,500円

南部清掃センターヘ電話で予約 (2-0719)

指定した業者が自宅へ伺い収集

☆家電リサイクル対象品目 (冷蔵庫・洗濯機・エアコン・テレビ)を 4月に排出する人は?

①郵便局から家電リサイクル券を購入し、対象品目へ貼付

②直接南部清掃センターヘ直接搬入してください。 (運搬料を南部清掃センターで支払ってください。)

③5月 1日以降から戸別収集が可能となります。

(5)

※3月 31日 までは従来どおりです。 (リ サイクル料金・運搬料は徴収しません。)

(16)
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「西部の魔法使い」第7回 子ども英語劇

開演のお知らせ

社会福祉協議会だより

皆様の善意 2,129,232円

愛置ちやんと:拝鰭ヨくん

※卓 上 募 金 内訳  (順 不 同 )
・福祉バス感謝箱、休暇村南阿蘇、

色見郵便局、高森郵便局、野尻郵便

局、草部郵便局、らくだ山、A&S、
デイ リー、役場中央出張所、肥後銀

行、高森温泉館、たか もり花高原、

本下商店、ハローズ、高森駅、信用

組合、役場、田楽保存会、 JA高 森
中央支所、本間ゴルフ、朋遊館、 J

A野尻中央支所、ショッピングセン

ターアスカ、四季見茶屋

※大口・その他の募金内訳

(順不同・敬称略 )

。高森町民生児童委員協議会、高森

町ボランティア協会、二子石鉄幸、

高森町単位老人クラブ会員、はなし

のぶベーカ リー、高森町グラウンド

ゴルフ協会

(6)

ご協力ありがとうございました。
■と き 4月 14日 (土 )

午後 3時開場
高森中学校体育館

午後 3時半開演 (予定 )
■ところ

*高森町内の小・中学校から約60名の子どもたちがAET(英 語指導助手)の
ギャレット先生の指導のもと熱心に練習を積み重ね頑張つています。

子どもたちの努力の成果をぜひ、ご覧下さい。

◆通訳ボランテイアとミズラー子ども劇場の

指導者ホームステイ募集

昨年 10月 1日 から12月 31日 まで皆 さまにご協力いただきました、平

成 12年度赤い羽根の共同募金はおかげさまを持ちまして2,129,232円

の善意をいただきました。

皆さまからいただきましたご芳志は県の共同募金会を通 し、社会福

祉協議会に一部、 また、福祉施設整備費などとして配分され ます。当

社会福祉協議会では在宅福祉の充実、地域福祉の推進等の一部 として

活用させていただきます。

期間中共同募金会に御協力いただ きました駐在嘱託員様や婦人会、

高森中学校、高森寮のボランティアの皆様に厚 く御礼申し上げます。

今後ともよろしくお願いいたします。

●   ●

昨年の公演 「眠れる森の美女」から

教育委員会では通訳ボランティアとミズラー子ども

劇場の指導者のホームステイを募集しています。

少しでも英語ができ、興味のある方、あなたの実力

を試してみませんか ?ま た、子ども英語劇の外国人ス

タッフをホームステイしてみませんか ?

通訳ボランテイア期間

春休み期間 : 午後 1時～5時
4月 9日～ 13日 :午後 5時～ 9時

ホームステイ期間 4月 8日 ～ 15日
詳しくは教育委員会まで。

TEL2-1111(内 線242)

動車、杉永石材、杉健石材、商工会、

幼稚園、飯塚モータース、森林組合、

らくだ山食堂、田楽の里、熊 日新聞、

南郷谷整形外科、ヤマ ト運輸、ほっ

かほっか亭、青山製作所、大塚商店、

平田医院、豊前屋本店、豊後屋商店、

南阿蘇鉄道、藤本モータース、飯干

製材所、肥後銀行、高森保育園、ク

ボタ、伊澤製作所、九州中央観光、

甲斐測量設計、南阿蘇畜協、村上養

魚場、古澤建設、津留タクシー、甲

斐興業、奥阿蘇物産館、大阿蘇造園、

大栄興業丸た製材、西田建設、川部

養魚場、南阿蘇調剤薬局、田楽保存

会、福永測量設計、ブルーグラス、

中村工務店、休暇村南阿蘇、古寺工

務店、佐藤整備工場、田楽村、陵甲

化工、安方工務店、津留住建、岩下

不動産、高森温泉館、高森牧場、田

代スポーツ、本郷滝自然つ リセンタ

ー、岩下株式会社、桐原薬局、本下

商店、岩下製材所、浄心葬祭

※学 校 募 金 内訳   (順 不同 )
・高森高等学校、草部中学校、高森

東中学校、高森中学校、草部南部小

学校、高森東小学校、上色見小学校、

色見小学校、高森小学校

ショッピングセンターアスカ前での街頭募金

※職域 (職員)募金内訳
(順不同・敬称略)

。高森寮、町議会議員互助会、町役

場、梅香苑、草部保育園、草部北部

●  保育園、河原保育園、色見保育園、
野尻保育園、町社会福祉協議会

※法人募金内訳

(順不同・敬称略 )

・高森モータース、九電工、塚本商

店、山村酒造、高森ガス、馬原内科

医院、ひゆがや、野村書店、藤本組

高森タクシー、武田造花店、草村企

業本社、信用組合、高森ス トーク、

ショッピングセンターアスカ、高森

石油、ツツミ薬局、早川製作所、後

藤樹木園、池田建設、本田自動車、

日本通運、石原建設、南阿蘇測量設

計、阿蘇南農協、高森タイヤ、山見

茶屋、 自石牛乳、武田販売、今村自

●

■と き

■ところ

3月 24日 (土 )
午後 2時半開場
高森中学校  体育館

午後 3時開演

高森中学校吹奏楽部の楽しい演奏会を今年も開催

します。みなさまお誘い合わせでご来場ください。

■他の企画

◇ママさんコーラス「はなしのぶコーラス」

◇OB、 OG、 保護者との合同演奏

昨年の演奏会から

(15)

個別募金 994,160円

法人募金 548,186円

職域募金 108,955円

学校募金 133,157円

街頭募金 52,640円

大口募金 153,853円

卓上募金 138,281円
谷
=_L
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コロ l 2,129,232円

日 森中吹奏楽部定期演奏会のお知らせ
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毎日の安心 。お世話

家庭での介護

食器が滑らない工夫

●食事用滑り止めマットを使います。

●滑り止めお盆も市販されています。

●吸盤で食器を固定します。

●食器の下にぬれ布巾を置いてもよいでしょう。

使いやすい用具を工夫

●丸い塗り箸はつかみにくいものです。先端に刻

みの入った箸、表面がざらざらした箸、角箸な

ども市販されています。

●箸を使うのが無理なら、スプーン、フォークも

便利です。

●うまく持つことができなければ、柄の部分にガ

ーゼやスポンジを手の動きに応じて巻きつける

と持ちやすくなります。

食器を持ちやすく工夫する

●すくいやすくするために食器の縁の片側が深く

なったものもあります。

●ホルダーつきコップ、吸い飲みを使えば自分で

持てます。

食事のお世話②

自分で食べ られる

工夫を忘れずに

滑り止めマット

自分で食べられる食事が一番おいしいものです。お年寄りが自分で

食べられる配慮と工夫を忘れないようにしましょう。

り
πaka′ηOr′ Pο′′|ce station

熊本県内の平成 12年中交通事故の概要
～過去最高の発生件数～  (死亡事故は3年連続の増加 )

平成 12年中の県内の交通事故は、件数、13,014件 (前年比+781件 )、 死者 167人 (前年比+2人 )、 傷者 16,783
人 (前年比+1,050人 )で件数・死者・傷者とも前年より増加し、件数は過去最高となり、傷者は過去 3番目となりま
した。死者は、過去 10年間 (平成 2～ 11年 )と 比較すると平成 4年と並んで2番目となっています。

スプーンホルダー

マジックテープで手に固定する

すくいやすい皿

ルダーつき
ップ
ホ

コに

い

◇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

期
間

四
月
六
日
～
十

五
日

◇
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
徹
底

◇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

●

梅
の
花
も
ほ
こ
ろ
ん
で
、
そ
ろ
そ
ろ
卒
業
式
の
シ
ー
ズ
ン
。
毎
年
こ
の
時
期
に
な

る
と
小
学
校
六
年
生
対
象
の
自
転
車
指
導
が
増
え
て
き
ま
す
。

先
日
あ
る
小
学
校
に
指
導
に
行

っ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

「み
ん
な
四
月
か
ら
中
学
生
だ
ね
。
自
転
車
通
学
す
る
人
は
車
と
同
じ
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
と
い
け
な
い
よ
。
自
転
車
は
車
の
仲
間
だ
か
ら
ね
。
と
こ
ろ
で
自
転
車
に

運
転
免
許
証
は
必
要
か
な
。
免
許
証
を
持

っ
て
い
る
お
友
だ
ち
は
い
ま
す
か
？
」

指
導
員
が
質
問
す
る
と
、
ざ
わ
つ
い
た
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
す

っ
と
自
信
に

満
ち
た
手
が
ま

っ
す
ぐ
に
上
が
り
ま
し
た
。
自
転
車
は
乗
れ
ば
車
の
仲
間
で
す
が
、

免
許
証
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。当
然
持

っ
て
い
る
児
童
は
い
な
い
は
ず
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
手
を
あ
げ
る
児
童
も
い
な
い
は
ず
な
の
で
す
が
ｉ
ｔ

首
を
か
し
げ
つ
つ
、
「ど
ん
な
免
許
証
で
す
か
」
と
聞
く
と
、
「ボ
ク
の
お
父
さ
ん

が
作

っ
て
く
れ
た
ん
だ
。
一
緒
に
練
習
し
て
き
ち
ん
と
乗
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の

で
免
許
を
も
ら
い
ま
し
た
。
で
も
毎
年
切
り
替
え
が
あ
る
し
、
あ
ぶ
な
い
乗
り
方
を

し
て
い
る
と
免
許
を
取
り
上
げ
ら
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
」
と
、
元
気
に
答
え
て
く
れ
ま
し

た
ｃ
そ
の
答
え
と
同
時
に
会
場
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
相
手
が
お
こ
り
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
自
転
車
を
買
い
与
え
放
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
普
段

子
ど
も
た
ち
が
、
ど
う
い
っ
た
自
転
車
の
乗
り
方
を
し
て
い
る
か
ご
存
知
で
す
か
。

実
際
に
利
用
す
る
道
路
で
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
正
し
い
乗
り
方
を
、
子
ど
も
と

一

緒
に
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
難
し
く
考
え
な
く
て
も
天
気
の
よ
い
日
に
、
親
子

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
じ
て
実
行
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
お
子

さ
ん
に
世
界
に
た

っ
た

一
つ
し
か
な
い
免
許
証
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
・ひ
た
ち
な
か
市

「交
通
教
育
指
導
員
の
日
記
」
か
ら
許
諾
転
載
。

同
市
の
交
通
安
全
教
育
と
交
通
指
導
員
制
度
は
最
先
端
を
い
く
も
の
。危
険
と

安
全
に
つ
い
て
自
ら
気
付
か
せ
る
指
導
方
針
で
、
「交
通
社
会
人
」
を
育
て
る
具
体

的
か
つ
解
り
や
す
い
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
育
は
市
町
村
の
役
割
で
す
。本
町
で
も
交
通
教
育
に
つ
い
て
様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、十

一
年
度
か
ら
女
性
交
通
指
導
員
を

任
命
し
、教
育
面
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

取つ手にスポンジ・

ガーゼを巻いて太く
する

●   ●

●

すくいやすしヽよう
傾斜とカープがつ

ている

(14)

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

【交通事故の特徴点】

1 夜間事故が5年連続し、約 3割を占めています。
2 高齢者の起こした交通事故が 13年連続で増加しています。
3 高齢者の死傷事故が 10年連続で増加し、過去最高となっています。

【交通死亡事故の特徴点】

1 四輪乗車中の死者が高率
○ 四輪乗車中の死者が、交通事故死者の4割強を占めています。
○ 四輸乗車中の死者のうちシートベルト被着用の人が6割強を占めています。
2 高齢者の死者が依然として高率
○ 高齢者の死者が、交通事故死者の3割強を占めています。
○ 高齢者の死者のうち歩行中・自転車乗車中が6割強を占めています。
3 若者が起こした事故の増加
○ 若者が起こした事故が増加し、四輪運転中の事故が 7割強を占めています。
○ 若者が起こした事故のうち夜間の事故が 7割強となっています。
4 交通死亡事故の半数以上が夜間に発生
○ 夜間事故のうち歩行者の事故が約4割となっています。
○ 夜間死亡事故の発生率は、昼間の発生率の約 3倍となっています。

‐
「raffic
交 通

‐
ヨE

のどに詰まらせると危険です

毎年、お年寄 りが餅をのどに詰まらせて亡くなる事故が起きま

す。このような悲しいことが起こらないように注意しましょう。

■はつきり目覚めているときに食べさせる。

■まず口を湿らせてから食べ始める。

食事前や食事中もお茶などの水分を入れて回の中を潤すようにします。

■ゆつくり食べる。

食事をせかすのは禁物です。お年寄りは時間があってもなぜか食事はあ

せって食べる傾向があります。落ち着いた気持ちでゆっくり食べるよう

注意してあげましょう。

■飲み込んだことを確認する。

食事のときは、のどの動きをよく見ていましょう。

こんにゃく。あめ・餅・肉・カステラ・豆

こんなものが詰まりやすい

ボ
ク
の
免
許
証



保 健 婦 力■らい
つ
ま
で
も
青
春
―

い
つ
ま
で
も
若
若
し
く
！

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
お

元
気
で
す
か
？
も
う
春
で
す
ね
―

春

に
な
る
と
な
ん
だ
か
い
い
こ

と
が
あ
り
そ
う
で
、
わ
く
わ
く
し

ま
せ
ん
か
？

さ
て
、
今
回
は
運
動
特
集
五
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
、

い

ろ
ん
な
運
動

の
種
類
や
方
法
を
お

伝
え
し
て
き
ま
し
た
が
、
走

っ
た

り
、
長

い
距
離
を
歩

い
た
リ
ダ

ン

ベ
ル
な
ど
重

い
物
を
も

っ
た
り
す

0なたへ0

運
動
1寺
4妻
ヨド

No15 健康講座
る
以
外
に
、

「笑
い
な
が
ら
遊
ぶ
」

こ
と
も
立
派
な
運
動
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
を

「あ
そ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
す
る
の
か
と
い
い
ま
す
と
、

楽
し
い
こ
と
を
す
る
と
な
り
ふ
り

か
ま
わ
ず
大
人
も
子
ど
も
も
熱
中

し
ま
す
ね
。
例
え
ば
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
で
少
し
膝
が
痛
く
て
も
、
自

分
の
番
に
な
る
と
気
合
が
入

っ
て

長
い
時
間
立

っ
て
い
て
も
、
い
つ

の
ま
に
か
痛
み
を
忘
れ
て

「グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
」
と
い
う
運
動
を
し

て
い
る
の
と
同
じ
な
の
で
す
。

そ
こ
で
、
笑
い
な
が
ら
運
動
す

る
あ
そ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
際

に
取
り
こ
ん
で
い
る
の
が
、
野
尻

の
ひ
め
ゆ
り
の
里

「朋
遊
館
」
で

行

っ
て
い
る

「ど
ぎ
ゃ
ん
ふ
や
そ

う
会
」
で
す
。
こ
こ
で
は
、
毎
月

一
回
、
来
た
い
人
が
集
ま

っ
て
と

に
か
く

「笑
う
」

「楽
し
い
」
と

思
う
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ

て
参
加
者
と

一
緒
に
腹
の
底
か
ら

笑

っ
て
い
ま
す
。
手
と
足
と
頭
を

使

っ
て
思
い
っ
き
り
笑

っ
た
後
は
、

興
奮
し
た
心
を
静
め
る
た
め
に
手

作
り
お
や
つ
を
食
べ
、
温
泉
に
入

っ
て
汗
を
洗
い
流
す
。

「笑
う
」

こ
と
は
運
動
す
る
の
と
同
じ
く
ら

い

「若
さ
」
を
保
つ
も
の
で
す
。

家
に
い
て
、

「最
近
笑

っ
た
こ

と

っ
て
な

い
な
―
」
と
思

っ
て
い

る
方

一
度
覗

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

誰
で
も
参
加
自
由
―
お
風
呂
の
準

備
だ
け
で
結
構
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
　
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）

●   ●

●

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署 電話 2-9034‐薄賄|むん

平成 13年 春季火災予防運動 が3月 1日 から3月 7日 までの7日 間全国で実施されています。
火災が発生しやすい気候となる時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、火災の発生を防止

し、死傷事故や財産の損失を防ぐことが目的です。

統一標語「人をつけた あなたの責任 最後まで」

期間中の重点目標として次の4項 目となっています。

(1) 住宅防火対策の推進
(2) 放火火災予防対策の推進
(3) 林野火災予防対策の徹底
(4) 乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進

火災予防のポイント

※家の周りに燃えやすいものを置かない。放火されない環境づくり。

※風の強い時、また乾燥注意報、火災警報発令中は火の取扱いは控える。

※たき火等を行う場合は消火用具の準備。その場を離れない。

※寝たばこは絶対にゃめる。

※ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

※ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

〓
ク

認
定
農
業
者
の
会
　
パ
ソ
コ
ン
教
室

各
会
場
で
熱
心
に
受
話

―
丁
革
命
は
急
速
な
勢
い
で
進
行
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時

代
を
引

っ
張

っ
て
い
こ
う
と
認
定
農
業
者

の
方

々
が

頑
張

っ

て
い
ま
す
。

ニュース

(8)

一
月
二
十
二
日
か
ら
認
定
農
業

者
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
役
場
や
朋
遊

館
、
旧
Ｊ
Ａ
草
部
北
部
支
所
、
市

野
尾
公
民
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
農
業
簿
記
講
座
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
認
定
農

業
者
を
中
心
に
よ
り
や
さ
し
く
、

よ
り
丁
寧
に
小
グ
ル
ー
プ
ご
と
、

初
心
者
向
け
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。
専
門
家
に
よ
る

一
グ
ル
ー
プ
五

日
間
の
初
歩
か
ら
の
指
導
に
、
欠

席
者
も
少
な
く
、
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
も

一
緒
に
参
加
。
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
の
ち
び
っ
子
先
生
と

な

っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
地
区
ご
と
に
希
望
者
が

ま
と
ま
れ
ば
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開

く
そ
う
で
す
。
Ｉ
Ｔ
革
命
は
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
。
時
代
の
流
れ

に
遅
れ
ま
い
と
必
死
に
頑
張

っ
て

い
る
認
定
農
業
者
を
ソ
フ
ト
面
か

ら
支
援
す
る
こ
と
は
大
変
大
事
で

は
な
い
で
し
よ
う
か
。

●

ヽ

も
つ防ごう山火事  春は火災多発期

林野火災の原因の中で火入れ時の火が毎年ドップを占めています。

火入れ時の火の取り扱いには十分注意してください。

また、春先は空気が大変に乾燥 し、火災の発生 しゃすい季節です。

万一に備え消火器や水バケツを準備 しておきましょう。

(13)

O
の

熱心に勉強する受講生 (市野尾公民館 ) 子どもたちもお父さんに指導 (高森役場 )

ｏ
申

0

亭。 。0

υ

OS叫

ｃ

く

　

ら
Ｊ

Ｏ

″
´
つ

。許
。

た
ば
こ
黄
斑
え
そ
病
の
発
生
注
意
！

ジ
ヤ
ガ
イ
モ
生
産
農
家
の
皆
様

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

阿
蘇
管
内
で
は
、
近
年
、

「た
ば
こ
黄
斑
え
そ
病
」
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
の
病
気
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
発
生
し
た

「え
そ
病
」
を
ア
ブ

ラ
虫
が
隣
接
す
る
た
ば
こ
に
伝
搬
し
て
発
病
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
病
気
に
か
か
る
と
、
た
ば
こ
の
葉
が
黄
色
く
な

っ
て
怪
死
す
る

も
の
で
、
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
農
家
の
皆
様

に
次
の
点
を
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
子
は
保
菌
し
て
い
な
い
農
協
斡
旋
な
ど
の
種
子
を

使

っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
た
ば
こ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
は
、
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
い
る
こ

と
が
理
想
で
す
が
、
や
む
を
得
ず
隣
接
し
て
い
る
場
合
は
ア
ブ
ラ
虫
の

防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
個
人
で
ア
ブ
ラ
虫
の
防
除
が
困
難
な
場
合
は
、
た
ば
こ
耕
作
青
年
部

が

一
斉
防
除
を
行
い
ま
す
の
で
、
近
く
の
た
ば
こ
農
家
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
家
庭
菜
園
程
度
の
栽
培
で
も
被
害
が
で
ま
す
の
で
、
防
除
の
徹
底
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
防
除
の
期
間
は
五
月
上
旬
か
ら
六
月
上
旬
ま
で
の

一
ヶ
月
間
に
、
四

日
程
度
行
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
，
・
・
熊
本
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
阿
蘇
支
所

ＴＥＬ
０
９
６
７
６

・
２

・
０
１
７
１
ま
で

―懸■



町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

～
阿
蘇
町
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
～

「市
町
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
二
月
十
三
日

（火
）
、
阿
蘇
町

（阿
蘇
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）
で
開
催

さ
れ
、
町
村
合
併
の
あ
り
方
や
メ

リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
の
検
討
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
管
内
十

二
の
町
村
長
や
議
会
議
員
、
地
域

住
民
な
ど
三
百
七
十
名
が
参
加
。

浜
松
大
学
の
坂
本
光
司
教
授
が

「構

造
変
化

へ
の
対
応
。
市
町
村
合
併

を
ど
う
活
か
す
か
。
」
と
題
し
て

講
演
し
、

「な
ぜ
市
町
村
合
併

が
必
要
な

の
か
」

に
つ
い
て
、

経
済
的
視
点
か
ら
見
た
市
町
村

運
営
を
、
県
内
市
町
村
を
人
口

規
模

に
応
じ
て
分
析
し
た
資
料

を
も
と
に
、
人
口
規
模
が
大
き

い
ほ
ど
財
政
効
率
が
よ
く
な
る

こ
と
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
熊
本
県
立
大
学

の

本
原
佳
奈
子
助
教
授
を

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
阿
蘇
町
観

光
協
会
長
の
小
笠
原
哲
朗
氏
、

本
町

の
県
農
業

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
谷
川
て
る
み
氏
、
中
球
磨
五

か
町
村
合
併
協
議
会
事
務
局
長

の
早
野
正
見
氏
、
県
市
町
村
課

長

の
緒
方
好
秋
氏
ら
に
よ
る
パ

ネ

ル
デ
イ
ス
カ

ツ
シ

ョ
ン
が
行

わ
れ
、
現
在

の
市
町
村
を
取
り

巻
く
厳
し

い
環
境
変
化
に
市
町

村
行
政
と
し
て
ど
う
対
応
す
る

か
等
に
つ
い
て
各
種
議
論
を
展
開
。

最
後

に
行
わ
れ
た
会
場
と
の

意
見
交
換

で
は
、
市
町
村
合
併

の
あ
り
方

に
対
す
る
厳
し
い
意

見
も
出
さ
れ
る
な
ど
、
今
後

の

町
村
合
併
問
題
を
検
討
す
る
に

あ
た

っ
て
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
大
会
開
か
れ
る

食
生
活
の
改
善
を
柱
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
の
徹
底
を

図
り
、
地
域
環
境
の
諸
問
題
の
解
決
に
努
力
し
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
結
成
さ
れ
て
い
る
の
が
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
で
す
。

百
十
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
開
会
行
事
後
は
講
演
や
日
本
舞

踊
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が
あ
り

ま
し
た
。

講
演
で
は
馬
原
内
科
医
院
の
馬

原
敬
二
院
長
の

「健
康
な
人
生
を

送
る
に
は
」
と
題
し
た
講
話
に
参

加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
取

っ
た
り

し
て
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

健
康
な
食
生
活
は
何
と
入

っ
て

も
規
則
正
し
く
三
食
を
摂
る
こ
と

で
す
。
食
に
好
き
嫌

い
の
少
な

い

人
は
健
康
な
人
が
多

い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
食
に
興
味

の
あ

る
人
は
、
健
康

に
関
し
て
も
注
意

深

い
も

の
で
す
。

皆
さ
ん
も

「食
と
健
康
」

に
つ

い
て
ち
ょ

っ
と
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

二
月
十
八
日

（日
）
、
林
業
総

合
セ
ン
タ
ー
で
食
生
活
改
善
大
会

が
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

（阿

南
美
枝
子
会
長
）
会
員
ら
お
よ
そ

●  ●

● ●

講師の馬原敬二先生

高
齢
者
生
き
が
い
教
室

町
で
は
七
十
歳
に
到
達
さ
れ
た

方
を
対
象
に
、
老
人
受
給
者
証
の

交
付
の
際
、

「高
齢
者
生
き
が
い

教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
健
指
導
と
調
理
実
習
に
、
日

頃
包
丁
な
ど
持
た
な
い
方
や
、
単

身
赴
任
で
な
れ
て
い
ま
す
と
ば
か

り
に
見
事
な
包
丁
さ
ば
き
を
見
せ

る
方
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
で
楽

し
く
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

f

=食卓は親子の大切な団らんの場です

みんなで食べてこそおいしく、心も満たされる。

心がわくわくしている時には、子どもたちはよく食べます。

しかし、ひとりぼっちで食べたり、食事中に怒られたり、無

理強いして食べさせたりするようでは、食も進まないし、ち

っとも心なごむ場にはなりません。

食べることは楽しくて、安心できる、そんな思いを子ども

時代にしみ込ませてあげたいですね。

また、大人と一緒に食べることで 「いただきます」 「ごち

そうさま」のあいさつや、お箸の持ち方など、食事のマナー

も自然に身についてきます。

子どもの食事の親の悩み、
「遊び食べ」・・・◎おもちゃは片付け、テレビは消す

◎大人も落ち着いてゆっくり食卓に

◎何時までも食べないなら片付ける

/ヽ /ヽ
∫― う, ――ヽ
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′       ヽ

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
県
の

「み

ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
」

に
登
録

し
て
い
た
だ

い
て
い
る
熊
本
市
や

益
城
町
な
ど
か
ら
の
二
十
八
名
と

草
部
南
部
小
学
校

「み
ど
り
の
少

年
団
」
二
十
六
名

（三
～
六
年
生
）

な
ど
が
、　
一
月
二
十
八
日

（日
）

に
枝
打
ち
作
業
な
ど
の
林
業
体
験

を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
緑
化
推
進
の
趣
旨
普
及

の
た
め
県
や
町
、
森
林
組
合
な
ど

が

「県
民
参
加
の
森
づ
く
り
事
業
」

と
し

て
行

っ
て

い
る
も

の
で
、

参
加
者
は
町
有
林

の
今
村
団
地
で
、

森
林
組
合
職
員

の
指
導
を
受

け

な

が
ら
十

三
年
生

の
本

町
特
産

南
郷
檜

（ナ

ン
ゴ
ウ

ヒ
）

の
枝

を
鋸

で

一
本

一
本

て

い
ね

い
に

落
と
し
て
い
ま
し
た
。

昼
食
後

は
ふ
ん
だ
ん

に
木
材

を
利
用

し

て
あ

る
ヒ
メ

ュ
リ

の

里

「朋
遊
館
」

で
森
林

の
大
切

さ
や
木
材

の
美

し
さ
な
ど

の
話

し
を
聞
き
ま
し
た
。

ニユニス

緑
化
推
進
に
助
っ
人

森
林
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
枝
打
ち
体
験

森
林
は
た
く
さ
ん
の
役
割
を
持

っ
て
い
ま
す
。
木
を
育
て
、

水
を
蓄
え
、
空
気
を
さ
れ
い
に
し
た
り
と
み
ん
な
の
命
と
密

接
に
関
わ

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
森
林

（も
り
）
を
育
て

れ
ば
、
森
林

（も
り
）
が
私
た
ち
を
守

っ
て
く
れ
ま
す
。

(12)

森林 さ等の説明を

(9)

～
夢かりんとう|～

□材料

さつまいも中2本、砂糖 100g、 水50cc、 揚げ

油適宜

□作り方

① さつ まい もは皮をむ き、細い短冊に切 る。

そして水につけあくを抜き水気を切ってお く (キ

ッチンペーパー等で )

②油を熱しあまり熱くならないうちに、2～

3回 にわけて①を入れカラッと色よく揚げ、

油を切る。

③鍋に砂糖と分量の水を入れ、火にかけ煮つ

める。泡がぶくぶくと出てきたら、火から下

ろし、②を加え砂糖が自くなるまで混ぜる。

④バットに広げて冷まし、出来上がり。

‐_.‐‐  |=11∵ _|■.
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ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
が
手
ほ
ど
き

「家
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
か
ら
習

い
ま
し
た
。
」
と
竹
と
ん
ぼ
を
上

手
に
と
ば
す
子
や
ボ
ー
ル
遊
び
で

「あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ
」
を
最
後

ま
で
で
き
る
子
も

い
ま
し
た
。

最
後

に
ク
ラ
ブ

の
会
員
が
作

っ

た
竹
と
ん
ぼ
や
か
ぶ
と
な
ど
を
児

童

一
人
ひ
と
り
に
渡
し
、
全
員
で

紙
ひ
こ
う
さ
を
飛
ば
し
て
お
別
れ

を
し
ま
し
た
。

ぎ
て
い
て
も
速
や
か
に
確
定
申
告

を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
や
納
税
に
関
す
る
こ
と
な

ど
お
分
か
り
に
く
い
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

二
月
八
日
、
高
森
小
学
校

（稲

益
親
義
校
長
）
で

一
年
生
四
十
五

人
と
天
神

・
上
町
の
ふ
れ
あ
い
ク

ラ
ブ
の
二
十
人
、
さ
ら
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
協
会
の
三
名
の
方
々

も
参
加
し
伝
承
遊
び
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

税
務
広
報

期
限
内
の
正
し
い
申
告
と

納
税
が
節
税
の
第

一
歩
―

児
童
た
ち
は
竹
と
ん
ぼ
や
お
は

じ
き
、
お
じ
や
め
等
の
音
懐
か
し

い
遊
び
を
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ

さ
ん
た
ち
に
教
わ
り
な
が
ら
楽
し

み
、
ク
ラ
ブ
の
方
々
も
子
ど
も
た

ち
と
触
れ
あ
う
こ
と
で
心
も
体
も

イ
キ
イ
キ
し
て
い
ま
し
た
。

な
い
よ
う
に
「振
替
納
税
」
を
利
用

さ
れ
る
と
、
こ
の
心
配
は
い
り
ま

せ
ん
。
延
滞
税
は
、
納
期
限

（二
月

十
五
日
）
の
翌
日
か
ら
年
十
四
、
六

％
と
な
り
ま
す
。
　
た
だ
し
、
納

期
限
の
翌
日
か
ら
二
ヶ
月
間
は
、

年

「七
、
三
％
」
と

「前
年
の
十

一
月
二
十
日
の
公
定
歩
合
＋
四
％

の
い
ず
れ
か
低
い
割
合
と
な
り
ま

す
。

所
得
税
一の
確
定
申
告‐‐
祥

間
違

っ
て
い
た
と
き
は
？

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
う

っ
か
り
し
て
所
得

の

一
部
が
申

告
も
れ
と
な

っ
て
い
た
り
、
扶

養
控
除
額

の
計
算
を
誤

っ
た
た

め
に
還
付
が
多
す
ぎ
た
り
し
て

い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
た
場
合
は
、

速
や
か
に

「修
正
申
告
」
を
し

て
く
だ
さ
い
。

自
主
的

に

「修
正
申
告
」
さ

れ
た
場
合

に
は
、
過
少
申
告
加

算
税
は
か
か
ら
な

い
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
逆
に
、
申
告
税
額
が

多
す
ぎ
て
い
た
り
、
還
付
を
受

け
た
金
額
が
少
な
か

っ
た
場
合

に
は
、

「更
正
の
請
求
」

に
よ

っ
て
正
し

い
税
額

に
訂
正
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の

「更
正
の
請
求
」

が
で
き
る
期
間
は
、
原
則
と
し

て
申
告
期
限

（平
成
十
二
年
分

は
平
成
十
三
年
二
月
十
五
日
）

か
ら

一
年
以
内
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
確
定
申
告
を
忘
れ

て
い
た
場
合
は
申
告
期
限
を
過

所
得
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
三
月
十
五
日

（本
）
と
な

っ
て

い
ま
す
。
こ
の
申
告

・
納
税
が
遅

れ
ま
す
と
次
の
よ
う
な
ペ
ナ
ル
テ

イ
ー
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

【ペ
ナ
ル
テ
イ
ー

・
そ
の

一
】

①
二
月
十
五
日
ま
で
に
申
告
が

な
い
場
合
、
納
付
す
べ
き
税
額
の

十
五
％
の
無
申
告
加
算
税
が
課
せ

ら
れ
ま
す
。

②
期
限
内
に
申
告
し
た
が
、
正

し
く
な
か
っ
た
と
き
は
、
過
少
申

告
加
算
税
又
は
重
加
算
税
が
課
せ

ら
れ
ま
す
。

過
少
申
告
加
算
税
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
ミ
ス
に
対
す
る
も
の
で
、

通
常
納
税
す
べ
き
増
加
税
額
の
十

％
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
故
意
に
ご
ま
か
し
た

り
隠
し
た
り
し
た
と
認
め
ら
れ
る

と
、
最
も
重
い
重
加
算
税
が
課
せ

ら
れ
ま
す
。
重
加
算
税
の
税
率
は
、

仮
装
、
隠
ぺ
い
に
基
づ
く
増
加
税

額
の
三
十
五
％

（こ
れ
が
期
限
後

申
告
の
場
合
は
四
十
％
）
も
の
高

率
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

【ペ
ナ
ル
テ
イ
ー

・
そ
の
二
】

申
告
し
た
け
れ
ど
三
月
十
五
日

ま
で
に
納
税
し
な
い
と

「延
滞
税
」

も
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
う

っ
か
り
納
税
が
期
限
遅
れ
と
な
ら

●  ●

●

阿

蘇

税

務

署

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

・
０

５

５

１

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
十
三
年
度
固
定
資
産
税
課

税
台
帳
の
縦
覧
を
左
記
に
よ
り
実

施
し
ま
す
の
で
、
縦
覧
期
間
中
に
、

そ
れ
ぞ
れ
お
手
持
ち
の
資
料
と
、

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
照
合

・

確
認
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

■
縦
覧
期
間

三
月

一
日
～
三
月
二
十

一
日

（土
曜

。
日
曜

・
祝
日
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所
　
高
森
町
役
場

○
税
務
課
固
定
資
産
税
係

○
高
森
中
央
出
張
所

○
草
部
出
張
所

○
野
尻
出
張
所

■
縦
覧
時
間

午
前
九
時
～
午
後
四
時

■
そ
の
他

償
却
資
産
課
税
台
帳
に
つ
い
て

は
税
務
課
固
定
資
産
税
係
で
縦
覧

し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
６
３
）

り「あつ

◆
届
け
出
を
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
か
―

国
民
年
金
の
加
入
は
、
第

一
号
被
保
険
者
（自
営
業
・学
生
な
ど
）
、
第
二

号
被
保
険
者
（会
社
員
・公
務
員
等
）
、
第
二
号
被
保
険
者
（第
２
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
の
三
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
変
更
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

〇
二
十
歳
に
な

っ
た

○
就
職
・退
職
・転
職
（本
人
、
配
偶
者
い
づ
れ
も
）

○
住
所
・氏
名
の
変
更

○
結
婚
等
で
配
偶
者
の
扶
養
者
と
な

っ
た
と
き

○
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き

最
近
、
前
項
に
該
当
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き
は
役
場
国
民
年
金
係
ま
で
。

◆
年
金
の
届
出
や
問
い
合
わ
せ
は
　
基
礎
年
金
番
号
で
―

自
分
の
基
礎
年
金
番
号
知

っ
て
い
ま
す
か
？

お
手
元
の
年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
の
こ

と
で
す
。

結
婚
や
就
職
、
転
職
、
退
職
等
の
節
目
節
目
に
は
、
役

場
の
国
民
年
金
担
当
に
必
ず
届
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
際
に
は
基
礎
年
金
番
号
が
必
ず
必
要
に
な

っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
電
話
な
ど
で
役
場
や
、
社
会
保
険
事

務
所
に
ご
相
談
さ
れ
る
時
に
も
、
基
礎
年
金
番
号
の
照

会
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

一
度
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

年
金
に
関
す
る
各
種
届
書
や
問

い
合
わ
せ
は
、
基
礎

年
金
番
号
で
確
実
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
の
国
民
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ＴＥＬ
２
・１
１
１
１
（内
線
１
３
２
）

●

国
民
健
康
保
険
証
が
四
月
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
を
次
の
日
程
で
受
付
し
ま
す
。
現

在
お
持
ち
の
保
険
証
は
四
月
か
ら
は
使
え
ま
せ
ん
。
　

皆
様
、

必
ず
期
間
内
に
更
新
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
の
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。
（印
鑑
は
不
要
で
す
。
）

問
い
合
わ
せ
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
―
・

高
森
町
役
場

・
税
務
課

・
国
民
健
康
保
険
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

　

（内
線
１
６
１
）
ま
で
ど
う
ぞ

保険証の更新 受付日程

２
門
』

９

¨

６
ｍ
一̈

(10)
(11)

Ξ穿と者ス圧療な″″含ιl国民健康保健だより

地 区 名 日    口寺 場   所

草 音「 」ヒ音F 3月 27日 9時～11時 JA旧車部北部支所

車 部 南 部 3月 27日 13時～16時 車部出張所

河    原 3月 28日 9時～10時 河原老人憩いの家

尾    下 3月 28日 10時半～ 11時半 尾下体育館

津留・野尻 3月 28日 13時～16時 野尻出張所

上 色 見 3月 29日 9時～11時 中原公民館

色    見 3月 29日 13時～15時 中国公民館

(村山・上在・天神・上町・旭通)

高森中央出張所

(旧産交高森営業所 )

3月 30日 9日寺～ 11口寺半

(横町・下町・昭和・森・冬野・津留)

3月 30日 13時～16時

高
森
小
学
校
で
伝
承
遊
び
教
室

・　

　

　

　

　

　

●

‐・  .‐ 「遠くまで飛んで～。」:と最後
‐
|まみんなで紙

‐
ひこうぎを飛ばしまレた|‐ ‐|
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髄

保
険
証
更
新
の
お
知
ら
せ

高   森


